
  

ブブロロッックク活活動動報報告告書書  

  
活動申請書：No.2018-09                               

作成日：2018年 9月 11日      

ブロック：南関東ブロック 

名称： 平成 30年度南関東ブロック研修会及び交流会  
 

１．実施日時：2018 年 9月 9日（日） 10 時～14時 30分 

２．会 場：地域交流施設 ONE FOR ALL 横浜 

３．講 師：参議院議員 石田昌宏氏 

４．参加人数：計 20 人（午前：研修会 20名、午後：交流会 9名） 

 研修会（非会員） 交流会（非会員） 

神奈川県 18 名（10名） 7 名（0名） 

長野県 1 名（ 0 名） 1 名（0名） 

山梨県 1 名（ 0 名） 1 名（0名） 

 

５.活動内容の報告 

（1）活動の目的 

 

（2）具体的な内容 

  

 

（3）活動の効果 

 

1.看護の未来を知り訪問看護師としての日々の活動に活かす 

2.訪問看護に関する知識や経験の共有及び協議会入会広報 

【研修会】 10：00～12：00 

 講演 90分 

石田まさひろ先生に聴く『看護の未来と訪問看護師への期待』 講師：参議院議員 石田昌宏氏 

 意見交換会 30分 

【交流会】12：00～14：30 

 昼食をとりながら、自己紹介 

 講演を聴いての感想や今後の活動に活かせそうなことの共有 

 日々の活動の中での困りごとや頑張っている活動の報告と共有 

 次年度役員交代について 

 研修会開催時期について 

 講師の石田先生からは、制度の枠にとらわれない自費での活動の視点をご講義いただいた。訪問

看護で得られる地域の情報や困りごとを、健康づくりや安心、制度にないアイディアを形にしていくこ

と、活動に参加したくなるような名前付け、生活をパッケージで考える視点、IT を人材不足に活用

するなど、訪問看護の枠にとらわれない地域づくりや看護の可能性をご講義いただいた。 

 意見交換会では、活発に石田氏への質問が出ていた。活動していていもなかなか結果が見えない

事に対して、結果が出るまでは時間がかかること取り組み続ける事の大切さを具体的事例からお話

くださったり、夜間の人員配置に働くことと休息の関連から事例を示してくださったり、私達の仕事を

ご理解いただいた上でのわかりやすいお話が参加者の好評を得ていた。 

 午後の交流会では、石田先生の講義を聞きながら、「これからの活動のアイディアが浮かんだ」「枠

のなかで考えようとしてしまいがちだと感じた」「活動の結果にはまだまだ時間が必要、継続したいと

感じた」など講演から参加者の思考に広がりの感じられる会となった。 

 講演会には地域の訪問看護師も参加呼びかけた。未入会の訪問看護認定看護師の参加もあり入

会広報に繋がった 

 次年度はブロック理事は長野山梨からブロック長は神奈川からそれぞれ選任する。 

 研修会開催時期については、9月 1～2週目が適当との見解となった。 



  

 

 
 

～交流会の様子～ 


